
地域連携の推進に向けた事前アンケートの回答

東京都保健医療局医療政策部

令和６年度第１回東京都
地域医療構想調整会議 資料４－２



事前アンケートの主な意見（区南部）

地域医療連携システムの導入状況

病院としての主な機能 病院数 うち
システム導入済

高度急性期 3 1

急性期/サブアキュート 6 4

回復期/ポストアキュート 2 0

慢性期 2 0

ケアミックス（急性期・回復期） 2 0

ケアミックス（回復期・慢性期） 1 0

その他 1 0

計 17 5

病院としての主な機能別の導入状況

システム導入によって得られたメリット（複数回答可）

導入済みの病院の回答

導入や運用面での課題（複数回答可）
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地域医療連携に関するシ

ステムを導入している。

地域医療連携に関するシ

ステムを今後導入する予

定がある。

導入予定なし
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患者・家族の同意取得に係る業務負担が大きい

地域医療連携ネットワークに参加している医療機関が少なく、利用機

会が限られている

連携先医療機関のネットワーク参加状況に応じて、紙とシステムを使

い分けることになり、業務が煩雑化してしまう

システム導入・維持に要するコストが高い

システムの利用方法やメリットへの理解が院内で進んでいない

利用できる職員や端末が限られている

2

2

医療機関間での患者情報の共有が円

滑・効率的に行えるようになった

その他



事前アンケートの主な意見（区南部）
DXを活用した地域医療連携の理想的な姿

・医療DXの活用は医療の向上や導入後のコスト削減、診療においての時間
短縮につながる理想的なシステム

・患者様の待機等のストレスを取り除き適材適所でスムーズな連携を図る。
・ペーパーレスでの患者情報のやりとり、診療情報提供書や処方箋のデジタ
ル化。

・医療DXを活用し、患者データを医療機関と行政機関の体制におき、利用
活用分析をすることで、患者に適した治療の決定や医療現場の効率化と医
療の質の向上に寄与するイメージを持っています。

・地域の医師会、病院、開業医が、一丸となって取り組む
・診療情報提供の取り扱いが、診療報酬の決め事などでルール化されること
により普及すると考えられる。（国の準備したシステムのみ有効である、
など）

・一つのシステムで、自病院(病棟・外来・在宅)の業務が出来ること、他病
院・クリ二ツクと情報交換が出来ること、更にランサムウエアーに対応し
たシステムを待望する。

・多くの医療機関（都や区単位）で共有できるツールを作り、活用できるシ
ステム化が必要

・どの医療機関を受診してもすぐに患者情報、治療歴、服薬状況を把握で
き、適切な医療を提供できる体制を構築できている状況。

・国が進める「全国医療情報プラットフォーム」を進める方向で良い。
・システムを提供しているサイドの統一性

地域医療構想に関する意見

・電子カルテなど、医療DXに係るコストは全額補助するぐらい大胆な政策
が必要かと思います

・診療所における電子カルテ導入は十分ではなく、情報の電子化の点でまだ
まだ課題がある。
また、様々なベンダーから多様なサービスの提供があるが、各システム間
の連携が取れているわけではないため、利用者側が感じられるメリットは
限定的と感じる。ベンダーを問わず情報共有を図れるプラットフォーム検
討においては、関係機関の連携がよりスムースになるよう、利便性・実効
性の高い仕組み作りに期待する。

・コスト面や電子カルテが地域医療連携システムに対応していないなどの
課題が解消され、意思統一が図れれば導入の可能性がある。

・電子カルテが導入されれば可能かもしれない
・紹介元がシステムを導入し、利用・活用することにより、受け手側の当院
として必要性が発生する。

・現在、外来は会計ソフトを転用した電子カルテを使用し病棟は紙カルテに
て運営。在宅はモバカルネツトにて対応している。 現在ダーター提出を
しているが、モバカルネツトの精度が向上しデーター提出が可能になる時
点で地域連携システムの導入を検討したい。

・病院の負担になるものは厳しい。

今後導入予定または導入予定なしの病院の回答

導入していない理由（複数回答可）

どのような点が改善されれば導入するか

医療連携の際にどのような手段を用いているか

・診療情報提供書のFAX、郵送
・電話、メール
・多職種連携システム
・ケアブックを使用したクラウド上での転院支援
・品川区福祉課の入退院支援相談窓口のページを用いて紹介に繋げている

2

6

2

8

必要性を感じない

コスト面

医師（職員）が操作に不慣れ・使える人材が少ない

電子カルテ未導入又は導入している電子カルテが地

域医療連携システムに対応していない



事前アンケートの主な意見（都全域）
地域医療連携システムの導入状況

病院としての主な機能 病院数 うち
システム導入済

高度急性期 36 18

急性期/サブアキュート 79 27

回復期/ポストアキュート 15 4

慢性期 34 6

ケアミックス（急性期・回復期） 33 13

ケアミックス（回復期・慢性期） 18 6

その他 35 5

計 250 79

病院としての主な機能別の導入状況

システム導入によって得られたメリット（複数回答可）

導入や運用面での課題（複数回答可）

導入していない理由（複数回答可）

今後導入予定または導入予定なしの病院の回答

導入済みの病院の回答

54
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15

医療機関間での患者情報の共有が円滑・効率的に行えるように

なった

二重検査や重複処方の防止など、患者の負担軽減につながった

患者の状態に応じた質の高い医療の提供が可能となった

患者の病状経過をより正確に把握できるようになった
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患者・家族の同意取得に係る業務負担が大きい

地域医療連携ネットワークに参加している医療機関が少なく、利用機会が限

られている

連携先医療機関のネットワーク参加状況に応じて、紙とシステムを使い分け

ることになり、業務が煩雑化してしまう

システム導入・維持に要するコストが高い

システムの利用方法やメリットへの理解が院内で進んでいない

利用できる職員や端末が限られている

40

106

40

86

必要性を感じない

コスト面

医師（職員）が操作に不慣れ・使える人材が少ない

電子カルテ未導入又は導入している電子カルテが地域医療連携シス

テムに対応していない

79

52

119

地域医療連携に関する

システムを導入してい

る。

地域医療連携に関する

システムを今後導入す

る予定がある。

導入予定なし


